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開
創
三
十
周
年 

記
念
事
業
に
絶
大
な
る
ご
協
力
を 

九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
会 

会
長 

原
口
元
秀 

  

今
年
は
九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊

場
会
の
開
創
三
十
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

霊
場
も
今
年
で
三
十
歳
で
す
。 

よ
く
年
齢
に
路
を
つ
け
て
三
十
路

（
み
そ
じ
）
と
呼
び
ま
す
が
人
生

は
遍
路
、
常
に
修
行
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
で
は
、
そ
の
修
行

と
は
一
体
何
を
す
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。 

私
た
ち
は
、
人
生
の
中
で
、
生
老

病
死
を
経
験
し
て
い
き
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
に
不
満
を
抱
き
、
嘆
く

の
で
は
な
く
、
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
、
人
の
役
に
立
ち
、

喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
こ
そ
が
、
私

た
ち
の
人
生
に
お
け
る
大
切
な
修

行
な
の
で
す
。 

三
十
周
年
を
機
に
、
多
く
の
人
が

霊
場
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
札
所

を
巡
っ
て
お
大
師
様
の
御
心
に
ふ

れ
て
頂
く
と
と
も
に
住
職
さ
ん
方

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
心
か

ら
喜
ん
で
、
気
持
よ
く
帰
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ

ん
。
記
念
行
事
と
し
て
は
5
月

23
日
に
宗
像
市
の
第
88
番
札
所

鎮
国
寺
に
お
い
て
、
「
祈
り
～
い

ま
、
一
途
に
～
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
、
土
砂
加
持
先
祖
供
養
、
お
砂

踏
み
法
要
が
午
前
午
後
の
二
座
に

わ
た
っ
て
厳
修
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
１０
月
１３
日
～
１５
日
の
予

定
に
て
高
野
山
参
拝
も
企
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
と
な
い
勝
縁

に
ご
家
族
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
参
詣
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

合
掌 
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も
有
り
難
か
っ
た
で
す
。
」
と
お

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

            

今
号
は
、
霊
場
会
開
創
三
十
周
年

記
念
法
要
を
控
え
霊
場
会
の
更
な

る
発
展
を
願
い
編
集
し
ま
し
た
。 

（
担
当 

広
報
IT
委
員 

） 

福 

岡 

金
剛
頂
寺 

羽
坂
孔
全 

大 

分 

明
王
寺 

 

吉
水
亮
善 

佐 

賀 

誕
生
院 

 

山
口
光
玄 

長 

崎 

西
光
寺 

 

前
田
大
輔 

宮 

崎  

弘
泉
寺 

 

成
松
昇
紀 

熊 

本 

本
蔵
院 

 

蔵
本
崇
正 

鹿
児
島 

光
明
寺 

 

川
上
昇
観 

※
ご
要
望
等
は
、
各
支
部
の
広
報

IT
委
員
に
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 飛行三鈷に手を合わせる参拝者の様子 

遺
品
や
関
係
資
料
が
展
示
し
て
あ

り
ま
す
。
こ
の
国
の
恒
久
の
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
の
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
今
回
担
当
し
た
鹿
児
島

支
局
発
案
に
て
巡
拝
講
習
会
に
ご

参
加
頂
い
た
僧
正
様
、
巡
拝
者
一

同
様
に
よ
り
、
こ
の
地
で
平
和
の

祈
り
を
捧
げ
た
い
と
考
え
た
の
で

す 集
合
写
真
撮
影
の
後
「
特
攻
平
和

観
音
堂
」
へ
進
み
ま
す
。
導
師
の

当
会
会
長 

原
口
元
秀
僧
正
入
堂

を
合
図
に
法
会
の
開
式
で
す
。
い

つ
ま
で
も
忘
れ
て
は
成
ら
な
い
大

切
な
思
い
「
世
界
平
和
の
祈
り
」

を
心
の
法
灯
と
し
て
胸
に
灯
し
ま

し
清
々
し
い
思
い
を
抱
き
、
特
攻

平
和
会
館
を
後
に
し
ま
し
た
。
49

番
札
所
剣
山
寺
を
お
参
り
し
て
、

二
日
目
の
宿
泊
地
鹿
児
島
市
内
へ

夕
刻
か
ら
は
皆
さ
ん
で
の
懇
親
の

ひ
と
と
き
。
美
味
し
い
薩
摩
料
理

に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。 

三
日
目
は
八
時
半
出
発
で
す
。
第

46
番
札
所
峰
浄
寺
参
拝
そ
し
て

本
年
度
の
打
ち
納
め
と
な
り
ま
す

48
番
札
所
さ
つ
ま
薬
師
寺
へ
。 

お
参
り
を
す
ま
せ
、
閉
講
式
で
す
。

巡
拝
の
ご
加
護
と
、
鹿
児
島
支
局 

霊
場
の
本
尊
様
と
の
ご
縁
。
楽
し

か
っ
た
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
共

に
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た 

ご
参
加
頂
い
た
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

と
て
も
印
象
的
な
平
成
二
十
六
年

度
巡
拝
講
習
会
で
し
た
。 

◇
お
砂
踏
み
出
開
帳 

さ
る
平
成
26
年
12
月
7
日
（
日
）

九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
の
大

分
二
十
四
番
札
所
、
蓮
華
寺
に
て

「
九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
の

お
砂
踏
み
出
開
帳
」
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
出
開
帳
は
大
分
の
札
所
寺

院
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
当
日

は
19
番
普
門
院
、
21
番
神
護
寺
、

22
番
大
楽
寺
、
25
番
金
剛
頂
寺
、 

26
番
福
寿
院
、
28
番
興
山
寺
、
30

番
大
日
寺
、
95
番
明
王
寺
の
各
寺

院
の
住
職
、
副
住
職
が
集
ま
り
運

営
に
あ
た
り
ま
し
た 

ま
た
、
こ
の
お
砂
踏
み
出
開
帳
に

あ
わ
せ
て
、
来
年
、
開
創
一
二
〇

〇
を
迎
え
る
高
野
山
の
行
事
で
あ

る
「
飛
行
三
鈷
」
の
法
要
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
「
飛
行
三
鈷
」

と
は
、
高
野
山
真
言
宗
の
行
事
で
、

弘
法
大
師
が
一
二
〇
〇
年
前
に
高

野
山
を
開
く
に
あ
た
り
、
唐
は
明

州
の
浜
よ
り
投
げ
た
三
鈷
杵
を
探

し
求
め
る
中
で
高
野
山
に
辿
り
着

い
た
と
い
う
物
語
か
ら
、
来
年
の

開
創
一
二
〇
〇
年
を
ひ
か
え
て
、

今
年
一
年
を
か
け
て
日
本
全
国
の

高
野
山
真
言
宗
の
寺
院
に
「
大
き

な
撫
で
三
鈷
杵
」
を
巡
ら
す
行
事

で
あ
り
ま
す
。
今
回
参
拝
さ
れ
た

皆
様
は
、
九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八

霊
場
の
お
砂
踏
み
の
お
参
り
を
さ

れ
た
後
、
全
国
行
脚
中
の
「
大
き

な
撫
で
三
鈷
杵
」
に
も
お
参
り
し

て
頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
そ
の
他

に
も
青
年
僧
に
よ
る
５
分
間
法
話

な
ど
も
行
わ
れ
、
お
参
り
さ
れ
た

三
〇
〇
名
を
越
え
る
皆
様
は
「
大

変
良
い
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
と
て 

心静かに、お砂踏みをする参拝者の様子 
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楽
し
み
の
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
初

日
終
了
で
す
。 

 

二
日
目
は
47
番
札
所
光
明
寺
よ

り
札
打
初
め
で
す
。
落
慶
し
た
ば

か
り
の
美
し
い
本
堂
に
て
お
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
祈
り
の

こ
も
っ
た
読
経
の
声
が
き
れ
い
な

青
空
に
気
持
ち
よ
く
吸
い
込
ま
れ

て
い
く
よ
う
で
す
。
バ
ス
は
正
面

に
薩
摩
富
士
と
称
さ
れ
る
開
聞
岳

を
仰
ぎ
な
が
ら
97
番
札
所
大
国

寺
へ
と
向
か
い
ま
す
。
お
参
り
の

後
、
本
年
度
巡
拝
講
習
会
へ
参
加

頂
い
た
皆
さ
ん
に
、
も
っ
と
も
ご

期
待
の
言
葉
を
頂
戴
し
た
知
覧
特

攻
平
和
会
館
へ
向
か
い
ま
す
。
こ

こ
は
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
特

攻
基
地
が
あ
っ
た
所
で
、
隊
員
の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 落慶した本堂にてお勤めをする参加者の様子 

二
十
六
年
度
事
業
報
告

◇
先
達
講
習
会
◇ 

平
成
二
十
六
年
九
月
十
日
（
水
）

午
後
三
時
よ
り
当
霊
場
会
第
84

番
札
所
法
蔵
院
に
於
き
ま
し
て
平

成
二
十
六
年
度
九
州
八
十
八
カ
所

百
八
霊
場
第
十
七
回
先
達
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

公
認
先
達
九
名
。
一
般
先
達
七
名
。

初
参
加
一
名
。
第
一
観
光
よ
り
吉

田
氏
の
計
十
八
名
で
し
た
。 

研
修
内
容
に
就
い
て
、
公
認
先
達

の
奈
須
隆
文
師
に
よ
り
開
会
の

辞
・
御
法
楽
の
後
、
渡
辺
光
昭
先

達
委
員
長
よ
り
挨
拶
と
当
講
習
会

の
講
師
と
し
て
当
霊
場
会
第
32

番
札
所
光
明
寺
谷
山
光
信
師
の
紹

介
が
さ
れ
ま
し
た
。
谷
山
僧
正
か

ら
は
、
初
代
先
達
委
員
長
に
就
任

し
て
よ
り
十
数
年
間
の
先
達
委
員

会
の
歩
み
に
就
い
て
年
代
を
追
っ

て
今
迄
の
研
修
会
の
内
容
や
巡
拝

講
習
会
の
事
、
先
達
の
心
得
等
に

就
い
て
の
話
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

休
憩
後
、
渡
辺
先
達
委
員
長
よ
り

「
先
達
の
仕
方
」
に
つ
い
て
委
員

長
自
身
の
体
験
を
基
に
、
具
体
的 

な
説
明
が
行
わ
れ
、
特
に
考
慮
す

べ
き
注
意
点
の
話
を
な
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
公
認
先
達
の
松
山
僧

正
よ
り
「
経
頭
の
取
り
方
」
に
就

い
て
の
指
導
が
あ
り
全
員
で
お
唱

え
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
堤
理
事
長
よ
り
総
括
と

し
て
、『
当
霊
場
会
に
数
社
の
旅
行

会
社
が
参
入
を
希
望
し
て
お
り
、

更
に
参
拝
者
も
増
え
、
益
々
先
達

の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
。』

と
、
先
達
の
役
割
の
重
要
性
が
増

し
て
き
た
と
い
う
話
と
、
併
せ
て

『
長
期
に
亘
り
霊
場
会
の
為
に
貢

献
し
て
く
れ
た
先
達
さ
ん
に
は
現

在
の
先
達
の
記
章
と
は
別
に
特
別

な
記
章
を
授
与
し
て
は
』
と
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。 

質
疑
応
答
で
は
『
谷
山
前
委
員
長

の
ご
苦
労
を
知
っ
て
頑
張
ら
ね
ば

と
思
っ
た
』
と
抱
負
と
、『
次
回
の

研
修
会
は
、
御
詠
歌
の
講
習
も
是

非
し
て
欲
し
い
』
と
の
要
望
が
あ

り
、
ま
た
、
先
達
と
し
て
活
動
し

て
い
る
一
般
先
達
か
ら
は
『
他
の

霊
場
と
違
っ
て
各
お
寺
さ
ん
が
真

心
の
こ
も
っ
た
対
応
を
し
て
く
れ

て
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。』
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
『
ロ
ウ 

ソ
ク
が
時
々
床
に
落
ち
て
い
る
の

で
先
達
さ
ん
の
方
か
ら
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
て
欲
し
い
』
と
の
寺
院

か
ら
の
参
加
者
か
ら
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
総
じ
て
充
実
し
た
研

修
会
が
行
わ
れ
、
今
後
の
先
達
と

い
う
役
割
の
重
要
性
と
抱
負
を
共

有
し
、
御
法
楽
・
閉
会
の
辞
を
以

て
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

◇
巡
拝
講
習
会
◇ 

平
成
二
十
六
年
度
の
巡
拝
講
習
会

が
、
鹿
児
島
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
十
月
十
四
日
（
火
）
午
後
十

二
時
二
十
分
よ
り
43
番
札
所
法

城
院
に
て
開
講
式
が
あ
り
巡
拝
参

加
者
全
員
の
元
気
な
読
経
の
後
、

前
会
長
の
野
崎
俊
賢
僧
正
よ
り
歓

迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

遠
路
か
ら
の
ご
参
加
も
多
い
の
で

す
が
皆
さ
ん
疲
れ
た
様
子
な
ど
な

く
笑
顔
が
溢
れ
る
な
か
バ
ス
は
い

よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
で
す
。
鹿
児
島

市
内
の
45
番
札
所
大
歓
寺
、
44
番

不
動
寺
を
お
参
り
し
て
宿
泊
地
の

指
宿
市
へ
。
長
距
離
の
移
動
で
す

が
美
し
い
桜
島
を
望
む
湾
岸
道
路

か
ら
の
車
窓
風
景
の
お
か
げ
で
飽

き
る
事
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。   
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九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
は
、

昭
和
五
十
九
年
の
宗
祖
弘
法
大
師

御
入
定
一
千
百
五
十
年
の
勝
縁
の

年
に
九
州
で
も
大
師
の
ご
偉
徳
に

ふ
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

の
中
、
創
設
当
時
の
各
僧
正
が
東

夰
西
走
の
ご
尽
力
に
よ
り
九
州
一

円
に
広
が
り
開
創
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
二
十
二
年
に
は
九

州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
と
し
て

新
し
い
時
代
を
迎
え
、
五
年
ご
と

の
周
年
記
念
で
は
百
八
の
寺
院
と

し
て
初
め
て
の
事
業
で
す
。
ま
た
、

高
野
山
開
創
一
千
二
百
年
の
年
に

こ
の
事
業
が
出
来
ま
す
事
も
喜
び

と
感
謝
の
念
で
胸
一
杯
で
す
。 

【
継
続
は
力
な
り
】
と
申
し
ま
す
。

開
創
期
の
凄
ま
じ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
顕
彰
し
発
展
期
と
転
換
期
を
迎

え
各
寺
院
・
各
僧
正
、
一
味
和
合

を
合
言
葉
の
中
で
今
、
私
た
ち
の

出
来
る
事
は
何
か
を
思
う
中
、
私

自
身
壇
信
徒
と
三
年
前
よ
り
百
八

霊
場
を
巡
拝
し
て
本
年
三
月
に
三

回
目
の
成
満
を
し
ま
す
。
今
回
は

第
一
回
目
、
二
回
目
よ
り
は
る
か

に
参
拝
お
遍
路
さ
れ
る
方
と
出
会

い
ま
す
。
お
会
い
す
る
方
々
に
良

い
霊
場
、
心
癒
さ
れ
ま
す
の
言
葉

を
頂
き
、
逆
に
有
り
難
い
思
い
で

心
一
杯
に
な
り
ま
す
。
私
が
想
う

こ
の
霊
場
は
キ
ラ
キ
ラ
光
る
寺
院

の
集
ま
り
で
す
。
そ
の
個
性
を
そ

れ
ぞ
れ
発
揮
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ

の
和
の
世
界
を
展
開
し
て
い
く
、

ま
さ
に
曼
荼
羅
の
世
界
そ
れ
を
め

ざ
し
て
九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊

場
が
発
展
す
る
こ
と
、
三
十
周
年

記
念
事
業
が
成
就
す
る
こ
と
を
祈

念
す
る
次
第
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご

理
解
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

合
掌 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

南
無
大
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九
州
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十
八
ヶ
所
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八
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場
開
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十
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年
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念 

高
野
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開
創
一
千
二
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年
記
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事
業
に
向
け
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実
行
委
員
長 

法
蔵
院 
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大
恵 

 

九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
会 

会
長 

原
口
元
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